
令和４年度地域交響プロジェクト交付金（地域協働推進プログラム）採択団体事業一覧
令和5年2月現在 （単位：円）

1 亀岡市河原林地域 河原林町自治会

【地域課題】
○人口増に向けた空き家・空き地・移住促進対応が遅れている。
○高齢化社会に向けた生活インフラ環境が不十分。
○次世代対応（農業後継者問題、宅地確保等）が遅れている。
○まちづくり活動がマンネリ化、委員間の取組姿勢に温度差。

○地域課題を企画委員会を通じて、把握し、その解決に向けた活動を町民が
企画することにより、リーダーの育成をする。
○コミュニティ（各種団体、区、町民各世代等）とまちづくり課題の共有化によ
り活動の連携・協働の基盤づくり。

792,000

2 南丹市摩気地域
特定非営利活動法人
摩気高山の郷振興会

【地域課題】
○若者の流出と人口減少、空き家の増加は地域存続の危機
○地域住民の多くを占める高齢者の生きがいづくり（交流の場）と移動手段の確立
【目的】
地域住民が自分たちの意思で自由に生活できるように、地域で支援する仕組みを
つくる。

○地域住民が気軽に交流できるサロン機能の拡充。
○空き家調査、お試し住宅先進地への視察、ワークショップ等
○高齢者で車の運転等が困難な方でも、自分の意思で買い物や病院に行け
るように移動支援の拡充。

876,000

3
福知山市上六人部地
域

上六人部地域づくり協議会設立準備会

【地域課題】
◯小学校の統廃合もあって、少子高齢化による地域活力の減退
◯定年延長により、地域の各団体（自治会、公民館等）役員のなり手がなく、役員も
高齢化し活性化しない。
【目的】地域住民の意識把握し、上六人部地域づくり協議会設立に向けた機運の醸
成と設立準備

【設立準備会の諸活動】
◯地域計画策定、協議会規約作成と体制づくり
○学習会、ワークショップ開催、地域住民への情報発信
○先進地・団体視察
○設立総会

340,000

4 舞鶴市大浦地域 舞鶴市大浦振興協議会

【地域課題】
○人口減少、少子高齢化などにより地域の活力が失われている
○地域で活躍している人や団体もあるが、個々で活動しており、連携や協働がない
【目的】
○地域課題解決のためのリーダーの育成及び住民の繋がりをつくる

○昨年度の取組の中で出てきた課題に対して、解決策を考える住民ワーク
ショップの開催。

○SNSを活用し地域内外に積極的に広報することで、中高生といった若年層
など、運営に関わる人材を発掘する。

○活動報告会、および住民意見交換会

873,000

5 綾部市山家・上林地域 東部地域の交通とくらしを考える会

【地域課題】
○人口減少や高齢化の進展が進む地域において、公共交通機関の便の減少は地
域課題となっている。
【目的】
助け合える地域内交通の検討を行い、誰もが生活しやすい仕組みを構築

○空白地有償運送に関わる研修会

○デマンド方式や、定時定路線の交通の実証実験

○交通やくらしに関する座談会の実施

1,000,000

6 与謝野町金屋地域 金屋区

【地域課題】
○人口減少及び少子高齢化により地域に様々な課題が生じている（地域の小学校
の廃校等）
○区政を担う人材の不足、あるいは区政を見直す時期になっている
○地域の今後のビジョンの検討が必要
【目的】
○地域について考え話し合うことで、住民の地域自治に対する意識を醸成する

○地域のつながりや交流について話し合うワークショップの開催
○地域の拠点としての公民館のあり方を住民間で意見交換し検討する
○公民館を使った誰でも楽しく集まる取組を行う。
○金屋区へ提案する「かがやけ金屋人」の冊子を作成する。

295,000

7 与謝野町三河内地域 三河内地区公民館

【地域課題】
○少子高齢化により、住民の地域課題に対しての相互扶助の意識が希薄化してい
る。
○地域の伝統行事の担い手や、あり方について検討する必要ある。
【目的】
○地域課題解決のための次世代リーダーの育成。

○地域の魅力を再発見する学習会を実施。住民同士の交流のきっかけ作り、
あるいは活動に興味をもち参画してくれる人材の発掘につなげる。
○若手人材育成の一環として「三河内未来塾」を設立する。

300,000
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8 与謝野町岩屋地域
100年暮らしが繋がる地域づくり推進委
員会

【地域課題】
○人口減少、少子高齢化に伴う地域の困りごと（買い物や病院への通院）が増加し
ている。
○各世代（高齢者や子育て世代）間での交流の機会が不足していることにより、地
域のつながりが薄くなっている。
○地域内で課題解決に取り組む団体がいるが、団体内の連携・協働が不足してい
る。

○１００くら便りを2回発行する。
○子どもから高齢者までが参加できる交流事業（植栽、お下がり交換会等）の
実施。
○まちづくり事業の組み立て方を学ぶ為に視察を行う。

628,000

合計 5,104,000


